
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,710 単位時間 480 単位時間 1,500 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

140 人 90 人 人 0 % 20 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 180

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 0

300

うち必修授業時数 180

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

㈱TSI・販売職、㈱シップス・販売職、㈱ストライプインターナショナル・販売職、㈱ナルミヤインターナショナル・販売職、タペストリージャパン合同会社・販売職、㈱アズノウア
ズ・販売職、㈱アダストリア・総合職、㈱キャン・販売職、㈱玉屋・販売職、㈱リーガルリテール・販売職、㈱エクスプローラーズトーキョー・販売職、㈱エス・グルーヴ・販売
職、㈱ステップス・販売職、㈱ラコステジャパン・販売職、スタイリスト　他

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html

70
■進学者数 0
■その他

0

うち企業等と連携した演習の単位数 0

うち必修単位数 0

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,710

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

(令和5年度卒業生)

26
■地元就職者数 (F) 26
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 79

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 37
■就職希望者数 (D)　　　　　： 33
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
アパレル企業、ファッション系出版社等との連携を推進した実習・演習型の教育課程で、ファッション業界を戦略的、分析的に捉える視座を養う。多様化するファッションビジ
ネスの世界で、販売、流通、EC、プロ―モーション、スタイリスト等の分野で幅広く活躍できる人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
ファッションビジネス能力検定3級、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ ｼﾞｭﾆｱﾚﾍﾞﾙ、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰﾚﾍﾞﾙ、 色彩技能パーソナルカラー検定 モジュール1、ネットショップ実務士補

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

服飾・家政専門課程 ファッションビジネス科 平成14(2002)年度 ― 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和6年7月31日

220-0004

045-311-5561
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人岩崎学園 1951/3/8
理事長

岩崎　文裕
神奈川横浜市西区北幸１－２－７
220-0004

045-311-5561

横浜ｆカレッジ 1976/8/16 岩崎　有紀子 神奈川県横浜市西区北幸１－２－７

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政

https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html


種別

①

①

①

③

③

③

③

①

③

③

③

委員長

―

―

―

―

―

―

―

小松　加代子 横浜ｆカレッジ　グループ長 R6..4.1～R7.3.31

横浜ｆカレッジ　教務チーム　課長補佐

別所　慶子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　課長補佐 R6..4.1～R7.3.31

佐々木　睦美

藤重　寛志 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

三冨　千恵子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

粂内　美穂 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

岩崎　有紀子 横浜ｆカレッジ　学校長

佐々木　貴夫
公益社団法人日本ブライダル文化振興協会
事務局長代理

千葉　智之
株式会社リクルート
Division統括本部 ﾋﾞｭｰﾃｨDivision ﾘｻｰﾁ＆ｱｶﾃﾞﾐｰG
ホットペッパービューティーアカデミー アカデミー長

中村　英二
株式会社イーグラント・コーポレーション
代表取締役社長

村山　武史
新横浜グレイスホテル
総務部 部長 兼 総務・人事課 課長

柳川　純一
株式会社オンワードホールディングス人財Div.人財Sec
課長

横山　昌弘
全国理美容製造者協会　代表理事
日本ロレアル株式会社プロフェッショナルプロダクツ事業本
部　営業統括本部長

安達　有美

森井　純子

川上　直美

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

株式会社OPA　コミュニケーション推進室 室長

株式会社FANCLE
ファンケル大学研修部ビューティーグループ 課長

R6..4.1～R7.3.31

株式会社髪書房 取締役　BOB編集部 編集長

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

角館　裕美 横浜ｆカレッジ　教務チーム　グループリーダー R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
高等学校教育の基盤の上に深く専門的な教育を施すにふさわしい授業を行うため、就職先企業などと連携し、その要請を
十分に活かしつつ、教育課程の編成に反映させることにより、職業教育の質を高める。外部の関連施設の意見を教育課程
編成に反映させるための機能として、「教育課程編成委員会」を設置する。教育課程編成にあたっては、授業内容、授業方
法およびその手法、法定の範囲内での授業科目の新たな開設など「教育課程編成委員会」の意見を反映させるものとす
る。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員は、就職後に求められる実務に関する理論・知識・技術・技能などを十分に把握し、それを職業教育に具
体化するために、特に教育課程につき意見を述べ、その編成に寄与するものとする。このため、関連業界の動向や地域の
実情に明るく、かつ経験豊富で卓識をもつ者を外部委員として選任する。また、実務のみならず、学校教育についても十分
な理解があることが望まれる。委員会は学校長が主催し、外部委員のほか教育課程編成にたずさわる教職員も協議に加わ
るものとする。協議の結果については、教員会議で共有し、学校長の判断をもって、当該年度または翌年度の教授内容、教
授方法など教育に具体的に活かすものとする。また、上記の性質から「学校関係者評価委員会」とは、役割を異にし、別組
織として運営を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

R6..4.1～R7.3.31

令和6年5月31日現在

名　前 所　　　属

上野　真帆
一般財団法人ファッション産業人材育成機構
IFIビジネス・スクール　課長

蒲生　典子
一般社団法人ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾍｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ･ｱﾜｰｽﾞ･ｱｿｼｴｰｼｮﾝ副運
営委員長
株式会社ガモウ　代表取締役社長

R6..4.1～R7.3.31

任期

R6..4.1～R7.3.31



―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

（年間の開催数及び開催時期）

鈴木　寿子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　専門教員

大瀬　三香子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　教員

田口　壽代 横浜ｆカレッジ　教務チーム　教員

菅井　陽子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　専門教員

R6..4.1～R7.3.31

中澤　宏将 横浜ｆカレッジ　教務チーム　副主任

三船　澄人 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

安池　かおり 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

前川　竜也 横浜ｆカレッジ　教務チーム　主任

鈴木　理恵

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31中谷　香穂

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31木幡　桃子 横浜ｆカレッジ　教務チーム　教員

末次　友香

横浜ｆカレッジ　教務チーム　副主任

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

R6..4.1～R7.3.31

横浜ｆカレッジ　教務チーム　副主任

横浜ｆカレッジ　教務チーム　専門教員

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回開催し、7月は当該年度の中間報告として、2月は当該年度の振り返りと次年度方針についての討議を行う。

（開催日時（実績））
　　　令和5年度　第１回 令和5年7月24日14：00～15：30、　第2回 令和6年2月22日14：00～15：30
　　　令和6年度　第１回 令和6年7月22日14：00～15：30、　第2回 令和7年2月19日13：00～14：10（予定）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

気候変動が与えるアパレル業界の動向の変化、引き続き課題となっているSDGｓに対する現状の取り組みなどについて理
解を深め、知識を身に付けるための講座または授業を実施する。また、ECサイトと対面販売の両方を活用した、リメイク
ファッションの製作・販売を通して、業界の抱える課題に対する取り組みが、社会貢献で終わるのではなく、経済性を持った
活動にしていく事ができるよう、実践しながら取り組んでいく。



ファッションコーディ
ネート

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

ファッションの基礎知識、コーディネートの
テクニック。販売、スタイリスト、バイヤーな
どファッション業界で幅広く活躍できるよ
う、様々な視点から個人に合わせたスタイ
リングを理論的に説明提案ができるように
なる。トータルスタイリスト検定の取得。

一般社団法人
日本ファッションスタイリスト協会

流通論Ⅰ
２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

人材、情報を駆使し「ファッションビジネス
業界で働く上で、国内外の市場知識を備
えた即戦力となる人材」や、実際に業界動
向を学び社会に出てからも通用する「情報
のインプット・アウトプット力を備えた人材」
を育成する。

一般財団法人
ファッション産業人材育成機構
（IFI）

科　目　概　要

インターネットをはじめとしたテクノロジー
の発達による消費行動の変化を理解し、
消費者にとって重要な購買チャネルとなっ
ているネットショップ運営の基礎知識と基
礎スキルを身につけ、ネットとリアルをあ
わせたマーケティング等の施策立案がで
きるようになることを目標とする。（ネット
ショップ実務士補資格取得対象科目）

インターネットビジネスの動向、アパレル
業界の電子商取引導入例、関連法規等、
Eコマースの実務知識、SNSの活用法を総
合的に学ぶ。

販売という職種を通して、社会人としての
マナーコミュニケーションスキル、販売知
識商品知識を身につける。

アパレルサービステク
ニック

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

本学科では、学科グランドデザインに基づき、企業と連携しシラバスを作成し下記の連携科目を実施している。企業講師や
担当教員による実習を行い、課題ごとの中間発表や作品展を通して、企業講師の評価を受けている。実習修了時には、担
当教員が企業講師の評価を踏まえ総合的に成績評価を行っている。

株式会社
INFASパブリケーションズ

インターネットビジネス
Ⅰ

株式会社
ストライプインターナショナル

スタイリング演習
一般社団法人
日本ファッションスタイリスト協会

株式会社TSI

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
多様化、複雑化するファッションビジネスの学習には、企業と連携し、業界動向に即した対応が求められる。本学科では、1
年次より、就職活動に向け、ファッション業界を俯瞰して幅広く捉える視座の養成、販売の基礎、社会人基礎力の養成を目
的とした企業連携の科目を配している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

インターネットビジネス
Ⅱ

一般社団法人
ネットショップ能力認定機構

ファッション流行論

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

５．【その他】教員に対
し企業主催の資格取
得指導に必要なセミ
ナーを実施。授業資料
の提供。

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

近代ファッション史から、世俗的社会背景
や経済等との関係を検証しつつ流行の変
遷を辿る。

ヘアメイク知識、ファッションアイテム製作
を学び、全身トータルコーディネートの提
案と表現方法の習得。プレゼンテーション
にてオリジナルコーデネートを理論的に提
案することを身につける。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

認定講師向けセミナー

2024年10月25日 対象： 安池かおり

ﾌｧｯｼｮﾝ産業の課題、企業と行政の取り組みについて

WWDJAPAN SUSTAINABILITY SUMMIT2023 連携企業等：
株式会社INFASパブリ
ケーションズ

2023年12月11日

②指導力の修得・向上のための研修等

社会人になっても役立つ一生使えるチーム作りの秘訣

ﾊﾟﾜﾎﾟ対策ｾﾐﾅｰ 連携企業等： 学校法人岩崎学園

2023年12月5日 対象： 安池かおり

ﾌﾟﾚｾﾞﾝの目的、作成、見せ方について

パリと「スポーツとモード」をテーマにしたトーク

2024年10月31日 対象： 三船澄人

ファッション×生成AIについて

配色とパーソナルカラー 連携企業等：
日本パーソナルカラー
協会

本校では、平成24年4月1日施行の教職員研修に関わる規程に基づき、企業と連携した研修を行うことで産業動向や企業の
人材ニーズを理解し、教育内容や就職支援に役立てることとする。研修は本校の人材育成計画に添って、①職業実践に資
する知識・技術の習得　②学生指導・教授法　③学生サービス・支援等の内容で、年間で計画し、実施する。

ﾌｨｶﾞﾛｼﾞｬﾊﾟﾝBWA事務局第11回ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ 連携企業等： CCCメディアハウス

2023年4月27日 対象： 安池かおり

2023年12月9日 対象： 大塚留美子・中谷香穂

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

思いを言葉に、ﾌｧｯｼｮﾝﾊﾞｲﾔｰの起業への第一歩

ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙﾌｧｯｼｮﾝ講演会 連携企業等：
横浜市経済局消費経
済課

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

Fashion x Gen-AI Front Runners ファッションと生成AIの最
前線

連携企業等： WWD JAPAN

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

０から学ぶチームビルディング 連携企業等： ㈱旅武者

2023年11月16日 対象： 三船澄人

「パリとファッション」 連携企業等： 小田原市

2024年7月15日 対象： 吉田将史

対象： 三船澄人

環境危機下でのﾓﾉ作りとﾃﾞｻﾞｲﾅｰの役割について

「doublet」井野将之と語るサステイナブル～ファッションデザイナーはサステイ
ナブルとどう向き合うのか～＠+NARU NIHONBASHI 連携企業等： 繊研新聞

2024年8月25日 対象： 安池かおり

サスティナブルファッションについて



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

卒業生、企業等
委員

企業等委員

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html
公表時期： 令和6年9月

R6.4.1～R7.3.31夏目　哲宏 株式会社ブライト　代表取締役

望月　大作
株式会社ウィゴー 取締役
WEGO事業部 商品部門 副事業部長

R6.4.1～R7.3.31

吉原　直樹
株式会社アルテ ジェネシス
代表取締役会長 CEO

R6.4.1～R7.3.31

木内　潤一 株式会社TFL　スクールヘッドマスター R6.4.1～R7.3.31

井上　弥生 花王株式会社　化粧品BRCセンター長 R6.4.1～R7.3.31

（６）教育環境 施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか、等

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動は適性に行われているか、教育成果は正確に伝えられているか、等

（８）財務 財務基盤は安定しているか、予算・収支計画は妥当か、会計監査は適正か、等

（３）教育活動 教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針が策定されているか、等

（４）学修成果 就職率の向上、退学率の低減、卒業生の活躍、等

（５）学生支援 進路・就職に対する支援体制、学生相談の体制、経済的支援体制、等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校目的を達成するための目標設定や具体的計画について、達成状況や取り組みの適切さを自己評価として行い、その結
果について、本校に定める学校評議委員会が評価を行う。その目的は、学校評価の精度を上げ、客観性を高めるためのも
のであり、企業、地域代表、卒業生の意見を積極的に汲み取り反映させる。そのため、学校関係者評価委員会を組織し、学
校の活動内容を各委員に周知するとともに、意見交換を行う機会を設ける。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
ファッション業界は大きな変革を必要としており、多くの業界では20〜30代の若手経営者が注目を集め業績を拡大している
とのご意見を伺った。若年経営者の育成プログラムや支援体制を構築し、在学時より起業を学び、また起業できるような学
習環境構築を行い、その人材輩出が多ければ多いほど次世代が活躍できる就労環境の拡大につながる。こういった学習環
境やカリキュラムを提供するべく、マーチャンダイジングやマーケティング等の授業内では、起業家養成プログラムの内容を
見直し、更に拡大して実施することで、分野や職業選択の幅を狭めることなく活躍できる人材育成に努め、業界の魅力と社
会的評価の向上に繋げていく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和6年5月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営、個人情報保護の対策、等

（１０）社会貢献・地域貢献 学校施設を活用した社会貢献の実施、ボランティア活動の奨励・支援、等

（１１）国際交流
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標
理念・目的・育成人材像は定められているか、また学生、保護者へ周知されている
か、公表されているか、等

（２）学校運営 運営会議等が定期的に開催されているか、事業計画が定められているか、等
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（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組状況、課外活動（ファッションショー、イベント活動）

（６）学生の生活支援 学生支援の組織（クラス担任制）

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱い（金額、納期時期等）、活用できる教材的支援措置の内容等（奨
学金、授業料減免制度等の案内）

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学定員、カリキュラム、時間割、学習の成果とし
て取得を目指す資格

（３）教職員 教員の紹介

（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職支援等への取組状況、実習の取組状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
教育活動や学校情報を外部に提供することにより、専門学校の社会的な理解・評価を促進し、教育の質の確保・向上を図る
ことを目的とする。情報の提供にあたっては、学生や保護者、関係業界等が求める情報の内容を把握し、その求めに応じた
情報を適切に提供することを基本とし、また、その方法にあたっては、学校案内書などのパンフレット、各種説明会における
説明、広報物、学校ホームページなど提供すべき情報の性質にあわせた適切な手段で行う。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

URL： https://yfc.iwasaki.ac.jp/index.html

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校教育・人材養成の目標及び教育指導計画、特色、学校長名、所在地、連絡先、
学校の沿革、歴史、等

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

公表時期： 令和6年9月

（１１）その他 学則、厚生施設の案内

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 事業報告書、等

（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果

（１０）国際連携の状況

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
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任
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任

1 ○
マ テ リ ア
ル・服飾史

ファッション史の変遷から流行を知り
応用力を身に付ける。素材の特性につ
いて知り、取扱いについて習得する。

1
通

30 ○ ○ ○

2 ○
ファッショ
ンビジネス
検定

販売促進や商品知識、年間の売り場店
舗の進捗など、ファッションビジネス
等の基礎的知識を習得する。

1
通

60 ○ ○ 〇

3 ○
マーケティ
ングⅠ

消費者動向をふまえて、実際のアパレ
ル企業、ブランド、ショップ、集合施
設、路面、ストリートの現状を理解し
コミュニケーション想像型マーケティ
ングを習得する。

1
通

90 △ ○ ○ ○

4 ○
ファッショ
ンアイテム
画Ⅰ

アイテムの機能的造形について理解し
平絵で説明表現できるようになる。企
画者として提案出来る知識を習得す
る。

1
通

60 ○ ○ ○

5 ○
アパレル商
品知識Ⅰ

工業製品としての洋服の形の成り立ち
について理解し、講義にてディテール
構造やお直しの基礎知識、マテリア
ル・デザインについての知識を広げ
る。また、実習を通し販売の現場で必
要な商品修理、接客に対応できる手法
を取得する。

1
通

120 ○ ○ ○

6 ○
パーソナル
カラー

提案型接客における知識として重要な
色彩の物理特性を理解し、顧客ニーズ
に対応した説得力のある接客術を習得
する。

1
通

60 ○ ○ ○

7 ○
ファッショ
ンコーディ
ネート

アイテム特性を理解し、様々なシチュ
エーションテーマから色彩、素材感も
含めて総合的コーディネート力を習得
する。

1
通

60 ○ ○ ○ ○

8 ○
ファッショ
ン流行論

近代ファッション史から、世俗的社会
背景や経済等との関係を検証しつつ流
行の変遷を辿る。

1
通

30 ○ ○ ○ ○

9 ○
ITリテラ
シー講座

ビジネスで活用できるパソコン（文書
作成：ワード、表作成：エクセル、プ
レゼンツール：パワーポイント）を理
解し、ビジネス文書や企画書の作成、
プレゼンテーション用ツールの作成技
術を身につける。

1
通

30 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（服飾・家政専門課程ファッションビジネス科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



10 ○
インター
ネットビジ
ネスⅠ

ネット上で行われているネット販売に
関する基礎知識を学ぶ。

1
通

60 △ ○ ○ ○ 〇 ○

11 ○
マーチャン
ダイジング
Ⅰ

商品の企画及び販売戦略を中心に、顧
客から選ばれるブランドになるための
基礎知識を学習する。特に、企業が顧
客に対する戦略方法や企業理念、方針
をいかに明確に打ち出し、ターゲット
となる消費者に伝えるかを理論的に学
ぶ。

1
通

30 ○ ○ ○

12 〇 計数管理
坪売り上げ、一人当たり売り上げ、客
単価、買い上げ単価、商品回転率や
利益率計算を習得する。

1
通

30 〇 〇 〇

13 ○
アパレル
サービステ
クニック

専門知識、総合知識、一般知識、教
養、スキルを習得する。ファッション
ビジネスにおける店頭販売系の基本知
識を学ぶ。

1
通

90 ○ △ ○ ○ ○ ○

14 ○
eラーニン
グⅠ

20歳前後の人生の節目としてのキャリ
アデザイン(ライフデザイン)について
学習する。豊かに社会生活を送る上で
必要な一般常識、マナーとはなにか。
先ず発言してみる、行動してみる、皆
に話してみるといった基本行動の体験
とその必要性を理解する。

1
通

30 ○ ○ ○

15 ○ 流通論Ⅰ

産業界の第一線で活躍する講師による
演習形式の授業。最新のファッション
動向や、環境問題をはじめ将来を見据
えた業界の課題についても考察する。

1
通

30 ○ ○ 〇

16 ○
サービスト
レーニング

ホスピタリティーの基本的知識習得と
行動実践学習を通して、人間的な素養
の向上を図る。おもてなし教育、ビジ
ネスマナー、自己分析、業界研究、企
業研究、文章作成力、面接練習等、就
職活動をスムーズに行うための対策授
業。

1
通

30 ○ ○ ○ ○

17 ○
クラスアク
ティビティ

就職関連、クラス運営、コミュニケー
ショントレーニングを主とした活動を
行う。

1
通

30 ○ ○ ○

18 ○
クラスアク
ティビティ

就職関連、クラス運営、コミュニケー
ショントレーニングを主とした活動を
行う。

2
通

30 ○ ○ ○

19 ○
アパレル商
品知識Ⅱ

工業製品としての洋服の形の成り立ち
について理解し、講義にてディテール
構造やお直しの基礎知識、マテリア
ル・デザインについての知識を広げ
る。また、実習を通し販売の現場で必
要な商品修理、接客に対応できる手法
を取得する。

2
通

90 ○ ○ ○



20 ○
eラーニン
グⅡ

就職活動に先駆けて、一般常識、社会
人マナー、ファッション業界に即した
英語表現や英会話を学ぶ。

2
通

30 ○ ○ ○

21 ○
ファッショ
ンアイテム
画Ⅱ

人物スタイリングとアイテムの形
（フォルム、シルエット）の理解セン
シティブな表現が出来る。見やすいア
イテムイラストが描ける。「基本的な
アイテムを描けるようになる」から始
めて、オリジナルデザインを描けるよ
うにする。

2
通

60 ○ ○ ○

22 ○
ブランド・
コミュニ
ケーション

お客様の視点のニーズから商品企画・
販売までの専門を理解する。

2
通

90 △ ○ ○ 〇 〇

23 ○ ＶＭＤ

ＶＭＤにおける基礎知識と具体例を学
び、実際の売り場に基づいたＶＭＤ知
識を身につける。“商品が売れる売り
場作り”を目指す。

2
通

60 ○ ○ ○

24 ○
ITスキル
アップ

ドロー系イラスト製作ツールであるイ
ラストレータを使用し、イラストレー
タの基本テクニックおよびドロー系特
有のイラスト製作技術を学ぶ。また、
習得した技術を使ってＰＯＰやポス
ター、プレゼンツールの製作を行う。

2
通

30 ○ ○ 〇

25 ○
インター
ネットビジ
ネスⅡ

ネット上で行われているネット販売に
関する基礎知識と、実際にホームペー
ジを作成することで、ネット販売の手
法を学ぶ。

2
通

60 △ ○ ○ ○ ○

26 ○
ソーシャル
デザイン

サステナブル、エシカルファッション
的な視点を、授業全体を通じて獲得す
る。

2
通

30 ○ ○

27 ○
マーケティ
ングⅡ

ファッションビジネスでの市場を分析
する為、実践的なマーケティング手法
を学ぶ。

2
通

90 △ ○ ○ ○

28 ○
スタイリン
グ演習

コーディネートのテクニックだけでな
く、即戦力となる実技を中心に、プロ
としての知識と技術およびマナーを含
めて習得を目指す。スタイリストのみ
ならず、ファッション業界で幅広く活
動出来るよう、様々な視点から個人に
あわせたスタイルで授業を行う。

2
通

120 △ ○ ○ ○ ○

29 〇
ファッショ
ングッズ製
作

将来、販売員・スタイリストとしての
トータルコーディネートのための知識
を、グッズ製作やファッションマップ
製作を通して総合的に理解していく。

2
通

90 △ 〇 〇 〇



30 〇
ヘア＆メイ
ク実習

頭髪やメイクについて、日常生活習慣
との関係を考察し、健康で美しい髪の
毛の保ち方や肌について学ぶ。毛髪の
基礎知識、ヘアデザインを学び、基礎
メイクや応用技術について習得する。

2
通

60 △ 〇 〇 〇

31 ○
マーチャン
ダイジング
Ⅱ

リテール・マーチャンダイジングの基
礎を習得する為、出店計画からショッ
プコンセプト設定までのビジネスプラ
ンを設計。各種企画書の作成。後期は
アパレルブランド制作のためのマー
チャンダイジングを習得する品揃え計
画を行う。

2
通

90 △ ○ ○ ○

32 ○
セールスプ
ロモーショ
ン

「マーケティング」をしっかり学んだ
うえで調査する事により、体感的にプ
ロモーションのあり方を学ぶ。又、組
織内での各人の役割・一般消費者と販
売者との関わりを模擬体験させる。

2
通

90 △ ○ ○ 〇

33 ○
ショップマ
ネージメン
ト

店舗運営の責任者として運営執行に当
たり、有能な構成員として成果が認め
られるよう、経営管理の手法の重要性
を認識し習得すると共に、ＣＳ接客か
ら事業計画・経営分析・事業運営まで
の基礎能力を身につけ実践的なスキ
ル・ナレッジを身につける。

2
通

90 △ ○ ○ 〇

30

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件： 所定の単位を全て取得した者に対して卒業を認定する

履修方法： 各年次において必修授業・選択授業ともに決められた時間数を履修

合計 科目 1710 単位（単位時間）


